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 電力系統はタービンの回転エネルギーを慣性エネルギーとして持つ
 瞬間的な変動に対し、慣性エネルギーを放出・吸収して系統を安定化

PVを電源とした擬似慣性PCS
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電力系統と慣性研究背景
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シミュレーションと結果

PVを入力とした疑似慣性PCSに関する研究
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再エネ＋インバータ

 再生可能エネルギーや蓄電池の普及に伴い、インバータ電源が増加
 インバータ電源の増加で電力系統の慣性が減少すると、電力系統の

安定運用が困難に
 再生可能エネルギーから慣性の供給を可能とするシステムが必要

2030年の日本の電源構成
（第6次エネルギー基本計画[1]に基づく）
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 慣性低下への対策方法[2]

電力系統の不安定化

同期調相機

MGセット

M G
同期
電動機

同期
発電機

M

擬似慣性PCS

変換器

G
同期発電機の動作を

シミュレーション

 PV電源を入力とした時の擬似慣性PCSの課題
 擬似慣性PCSの多くは蓄電池の利用を前提
 最大電力点以上にPVは発電ができない

→ 出力リミッターの追加
 日射条件でPVの最大電力が変動

→ 最大電力推定システムの追加

将来的に低コストで
対策できると期待！
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PV対応型の擬似慣性PCSを提案
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提案した疑似慣性PCSの概略図

出力リミッターの制御アルゴリズム

 シミュレーションモデル  日射変動時の擬似慣性PCSの動作

G1
PI

PI

PI

PI
G2

VSMs
with PV Source

Synchronous 
Generator

Base Voltage: VLG1
Base Power: SG1

Base Voltage: VLTL
Base Power: STL

Base Voltage: VLG2
Base Power: SG2

Base Voltage: VLL
Base Power: SL

≈

PV-VSM Unit

PV-VSM Unit

PV-VSM Unit

PV-VSM Unit

NINV

PL = PL0 + ΔPL H(t − t0)

j0.18 j0.18

PVシステムと電力系統のモデル
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各解析シナリオでの有効電力出力と発電機周波数の変動
（日射は1秒間に約42%減少するランプ変動を想定）

各解析シナリオの
設定値とPCS動作安定性

提案手法未導入ケース

提案手法導入ケース

提案手法の導入により安定化

 PV対応型の擬似慣性PCSを提案
 提案PCSが電力系統に接続された状態を想定し、日射ランプ変

動時の動作をシミュレーションで確認
 提案手法によって日射変動に対しての疑似慣性PCSの安定性

を向上させることが可能
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